




近年,食生活をはじめ小児をとりまく生活環境は大きく変わってきたが,肝機能異常をとも

なう肥満児が増加する傾向にあったり,食事指導に対する反応性が低下するなど,小児肥満

の動態も,それとともに少しずつ変化しているように思われる。今回,私共は,このような変

化を具体的に知るために,10 年前の肥満児と最近の肥満児との間の食事摂取状況の変動に

ついて,具体的に食品群別の分析をおこない検討を加えた。また,同時にそれぞれの要素と,

血清脂質,肝機能とのかかわりあいについても検討した。 


